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広報あらお

★荒尾市強調月間★

1月は
「あいさつの月」

◤おもな内容　　m a i n  c o n t e n t s

平成 31 年 迎春 新年のごあいさつ 2
学校通信 4
まちの話題 5
子育てのひろば 10
中学生の税についての作文 12
あらおのいきいき企業 13
市民病院からのお知らせ 14
病院事業会計の財政状況 15
下水道・水道事業会計の財政状況 16
くらしの情報 18
試験・募集・イベント 26
はじめての HAPPY BIRTHDAY など 29
図書館情報 30
文化センター情報 31
相談の窓口など 32
医療・あらおカレンダー 34

　昨年 6月 27 日、恒例行事となっ
た「海岸清掃ボランティア」を実施。
曇天の空模様の中、蔵満海岸に到
着すると、縦割り班にて「ゴミ拾
い」をしました。ゴミ拾いの後は、

子どもたちが楽しみにしていた「磯遊び・磯観察」を行い
ました。荒尾干潟でいろんな生き物を見つけては手にとっ
て観察したりして思い思いの過ごし方をしました。

　昨年 8 月 26 日、文化センター
で開催された、「くまもと子ども芸
術祭 2018in あらお」に 6 年生が
出場し、校区の猫宮地区に伝わる
「民話の朗読劇」を発表しました。

県内各地から訪れた多数の出演団体やたくさんの来場者が
見守る中、堂々と発表し、多くのお褒めの言葉を頂きました。

　昨年 10 月 21 日、地域の祭りで
ある「有明ふれ愛祭」に参加しま
した。ステージの部では、低学年・
高学年ともに運動会で披露した表
現（ダンス）を地域の皆さんに観

ていただきました。祭のお手伝いにも取り組み、応募で集
まった 19 人の「子どもボランティア」は、司会進行や食
品バザーの手伝いなどに汗を流しました。

　昨年 11 月 4 日、「有明ふれあい
フェスタ」を開催しました。3 時
間目までの通常授業の後は、保護
者の皆さんが学年ごとに作った食
品バザーを昼食とし、午後からは

有明地区老人会の皆さんと「伝承遊び（昔遊び）」を通して
触れ合いました。天気にも恵まれ、とっても楽しい 1日と
なりました。
　これからも、子どもたちが楽しむ活動、地域に喜んでい
ただける活動を続けていきたいと思います。

まちの話題

11/11 つながれ！みんなのキラキラ笑顔！
～みどりまつり～
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　みどりまつり実行委員会と緑ケ丘地区協議会
は、緑ケ丘小体育館でみどりまつりを開催しま
した。地域住民や各種団体によるステージをは
じめ、食バザー、作品展示などのさまざまな催
しに、約 400 人の来場者は大いに盛り上がりま
した。緑ケ丘小 6 年生も祭りの企画・運営から
参画。司会、運営スタッフなどのほか、茶道に
よるおもてなし、保育ブースや駄菓子屋さんな
どの企画も実施し、来場者を一生懸命に楽しま
せていました。

11/10 きれいな「花のみち」ができたよ！
～花のみちプロジェクト植栽会～

　本村交差点からシティモール公園まで約
2.4km の区間にある車道沿い花壇に花を植える
「花のみちプロジェクト植栽会」を開催しました。
地域住民、商店街、学校、企業各社、まちづく
り団体など約 500 人の参加者は、市内でも特に
人の往来が多い通りを美しい「花のみち」にし
ようと、パンジー、ビオラ、ノースポールの花
苗約 1万 8 千本を植えました。参加者は、「通り
が華やかになるとうれしい。今後もまちを美し
くする活動に参加したい」と話しました。
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10/31 県立学校が持つ災害時の重要な役割
～県立学校施設利用協定の調印式～
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　市内の県立学校の岱志高校、荒尾支援学校と、
災害発生時における学校施設に関する協定を締
結しました。大規模災害発生時、岱志高校体育
館を物的、人的支援に対する受援対応施設とし、
物資集積場所として利用することで、避難所な
どにスムーズに物資を届けられるようになりま
す。また、荒尾支援学校を 18 歳以下の障がい児
とその家族を受け入れる福祉子ども避難所とし
て利用することで、避難者により安全な生活を
過ごしてもらえるようになりました。

11/2 荒尾の魅力「まるごと」味わえます
～まるごとあらお物産館新規開店～
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　荒尾の物産施設「まるごとあらお物産館」が
万田坑そばに新規開店しました。荒尾産のノリ
やナシの加工品、荒尾の恵みを使ったお菓子な
ど自慢の逸品を取りそろえています。
　店内にはカフェも併設。ナシを使ったジュー
スやカレー、石炭をイメージした黒いソフトク
リーム「万田坑ソフト」などを店内の休憩所で
食べることもできます。2 階の展望スペースで
は、万田坑の景色を一望することも。この機会
にぜひお立ち寄りください。

2019.01 Arao City 45 Arao City 2019.01


